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シリーズの特色

■ 21世紀の陶芸界をリードする厳選さ
れた百余人の陶芸家の創作世界を紹介
■原則として一作家一冊で、陶芸家の世
界をあますところなく伝える。
■数巻を地域別とし、若手陶芸家の紹介
にも努めた。
■作家自身が内容を編集・構成し、本書
自体が作家のスタイルを表現している。
■全巻揃うことにより、現代日本陶芸の
全貌を俯瞰できる。
■写真を主体としてヴィジュアルに構成
し、やきものの楽しさが存分に味わえる。
■キャプションは和英対訳
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